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国土交通省　滋賀国道事務所　　ＴＥＬ　０７７－５２３－１８１６（調査課直通）

玉川地区交通・安全対策協議会　会長　　木村  武生

草津市定例記者会見にて、同日・同時刻で記者発表

　　　　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ　０７７－５６１－２６１７（直通）

　事務局：立命館大学　ＢＫＣキャンパス事務課　　宗重　信也

●社会実験制度に関するお問い合わせについて

　　　　　　調査課長　　　　　桑田　隆男（内線４５１）

●玉川地区の社会実験内容に関するお問い合わせについて

　　　　　　副所長　　　　　　木戸　一善（内線２０４）

滋賀国道事務所

平成２１年度　国土交通省社会実験

自転車などにＩＣタグ！　通過経路をキャッチし、安全対策に！

　滋賀県草津市南草津地区は、大学や企業を中心とした自転車利用が多い地区
で、地区内における主要な通勤・通学路は歩道、路肩が狭く、歩行者との事故や
トラブルが発生している。
　このため、住民の安全や、通学路を通行する児童・生徒、および自転車通学・
通勤者の安全安心な通行の確保が課題となっています。
　そこで、通勤・通学者の自転車等にICタグ※１を取り付け、経路の実態を調査
し、より安全な通勤・通学経路を検証する社会実験※２を実施します。
　
実施地域：滋賀県草津市南草津地区
実施期間：平成２１年９月下旬から平成２２年３月１０日
実施団体：玉川地区交通・安全対策協議会
　　　　　事務局：立命館大学
　　　　　　　　　びわこ・くさつキャンパス（ＢＫＣ）キャンパス事務課

※１
ＩＣタグとは、識別コードなどが記録されており、電波で交信することで物体の
識別に利用される。大きさは数cm程度。

※２
国土交通省においては、道路に関する先進的または斬新な施策を本格実施するに
あたり、効果や影響を確認するため、場所と期間を限定して試行・評価する社会
実験を公募し、提案された社会実験について、学識経験者等からなる第三者機関
である「社会実験の推進に関する懇談会」に諮り、的確性、実現性が優れている
地域の社会実験を選定しました。そのうち「玉川地区交通・安全対策協議会」か
らの提案で選定されたものを実施します。

南草津地区での社会実験
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平成 21年度国土交通省「道路に関する新たな施策の社会実験」採択 
南草津地区における通勤・通学時の歩行者・自転車の安全環境整備のための 

社会実験実施について 
                     
■ 社会実験に至る背景 

滋賀県草津市南草津地区は、歩行者及び自転車利用者の安全な通行を確保するため、

あんしん歩行エリア（国家公安委員会及び国土交通省が指定）に指定されている地域で

あり、面的かつ総合的な死傷事故抑止対策を講ずることで事故抑制を目指している。 
今回実施する社会実験は、道路に関する先進的または斬新な施策として、国土交通省

による社会実験公募により採択されたものであり、当地域の交通課題に対して、実験・

分析を行うものである。 
  

■ 地域の背景 
（１） 地域の現状と課題 
 南草津地区には、約 17,500名の学生が学ぶ立命館大学や、玉川小学校（児童数：
607名）、玉川中学校（生徒数：443名）、玉川高等学校（生徒数：792名）などの
教育機関や、4,500名の従業員を抱えるパナソニックグループなどの企業、また古
くからの町並み（旧東海道）である野路町や、桜ヶ丘などの住宅団地がある。 
 一方で、この南草津地区には、南北に国道 1 号、京滋バイパス、名神高速道路、
山手幹線が横断するとともに、東西には、かがやき通り、県道平野草津線が縦断し

ており、これら主要道路に取り囲まれた地区でもある。 
 この多くの自動車が通過する地区内を、毎日 9,000台弱の通学・通勤自転車（立
命館大学約 7,000 台、パナソニックグループ約 500 台、玉川中学校約 440 台、玉
川高等学校約 780台）が走行しており、この地域に居住する住民の安全や、通学路
を通行する児童・生徒、および自転車通学・通勤者の安全・安心な通行の確保が課

題となっている。 
 
（２） 玉川地区交通・安全対策協議会について 

1995 年より、南草津地区における交通・安全対策を協議検討するため、以下の団
体・組織による協議会を結成している。 

会 長 木村 武生 
委員長 前田 修三 
野路町内会 
桜ヶ丘町内会 
野路小林町内会 
草津栗東交通安全協会玉川支部 
玉川小学校 
玉川中学校 



玉川高等学校 
パナソニックグループ 
草津市 
草津警察署 
滋賀県 
国土交通省滋賀国道事務所 
立命館大学（事務局） 

     
■ 社会実験概要 
【名称】 
南草津地区における通勤・通学時の歩行者・自転車の安全環境整備のための社会実験 
                  

【実施団体】 
  玉川地区交通・安全対策協議会 
  事務局：立命館大学 びわこ・くさつキャンパス（BKC）キャンパス事務課 
       〒525-8577 滋賀県草津市野路東 1-1-1 
 
【実施期間】 
  平成 21年 9月下旬～平成 22年 3月 10日 
 
【実施地域】 
  滋賀県草津市南草津地区 
 
【実験参加団体】 
  玉川小学校（児童数：607名） 
  玉川中学校（生徒数：443名） 
  玉川高等学校（生徒数：792名） 
  パナソニック㈱（自転車通勤者：500名） 
  立命館大学（自転車通学の学生・院生：7,000名） 
 
【システム概要】 
 通学経路上の主要な交差点等（7ヶ所）にアンテナを設置し、その受信範囲内（幅約 4m）
を ICタグを取り付けた自転車や児童が通過すると、その情報をアンテナが受信し記録する。
それぞれのアンテナで受信された情報はインターネット経由でメインサーバーに集約され、

集約された情報を元に分析を行う。（資料 1-1 システム概要参照） 
 
 
 



【具体的実験内容】 
（１） 通学路を中心に南草津地域内に７箇所のアンテナを設置し、南草津地域内での通

学・通勤経路の実態を把握する。 
（２） 一般的な交通調査と違い、通行量だけでなく、どのような経路を通ったのか、ま

たその経路ごとの所要時間についても調査する。 
（３） 通過した自転車等の所属（立命館、玉川小、中、高校、パナソニック）がわかる

ので、小学生の下校時に学生の自転車がどの程度遭遇しているのかといった状況を把

握する。 
 
【検証内容】 
（１） ＩＣタグを取り付けた通勤・通学自転車の経路別の通過台数や所要時間の把握、

小学生の登校時間帯の自転車の通過状況等を把握し、地域住民の安全と通勤・通学者

の安全を両立させるための経路を検討する。 
（２） 実験的に通学経路の変更を行い、その効果（経路ごとの自転車交通量の変化）を

システムを用いて計測する。また、経路変更による新たな課題点（幹線道路の横断や

所要時間の増加など）を明らかにすることができ、ハード面での重点的な対策箇所を

明確にすることができる。 
（３） IC タグを使った通行調査システムの有効性を検証する。具体的には電柱等へのア

ンテナ設置による通過自転車の補足率、経路把握のために必要なアンテナの密度等を

検証する。 
 
■ 社会実験によって得られる効果 
（１） 自転車と歩行者の通勤・通学路を分離することにより接触事故を減少させる。 
（２） 小学生の通学路を確保することで安全な通学環境を確保する。 
（３） 通勤と通学、学校ごとの主要通路をそれぞれに指定することで、一ヶ所の道路

に交通が集中しないようにすることが可能になる。 
（４） 本システムで使用する ICタグは物流等ですでに広く利用されており、この有効

性が確認されれば、他の地域への展開や様々な水平展開（防犯対策や小学生の

安心見張りシステム等）が容易である。  
 












